
自立支援事業と移行期医療

愛媛県立中央病院

小児医療センター

石田也寸志

（掛江直子）

平成 30-令和 2 年度 補助金
（難治性疾患等政策研究事業 （難治性疾患政策研究事業 ） ）
小児慢性特定疾病児童等自立支援事業の発展に資する研究

日時：令和3年2月11日(木)
場所：Zoom Web会議



移行期医療支援
小児期医療の進歩により多くの命が救われてきたが、原疾患自体

や合併症が持続しながら思春期・成人期を迎える患者も多くなって
きている。こうした患者に対して、小児期医療も成人期医療も、現
状では必ずしも適切な医療を提供できていない。

移行期医療とは患者が思春期から成人期に移行するにあたり、継
続的で良質、かつ発達に即した医療サービスを提供することを通し
て、特別な医療ニーズを持つ子どもたちが生涯にわたり持てる機能
と潜在能力を最大限に発揮することを目的としたものである。

1. 自己決定の尊重

2. 年齢とともに変化する病態や合併症への対応

3. 人格の成熟課程に基づいた年齢相応の医療
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移行期医療の概念図

3）小児科に継続して受診(希な先天代謝異常、染色体異常）

2）小児科と成人診療科の両方にかかる(脳性麻痺など）

1）完全に成人診療科に移行（喘息、糖尿病、血友病）

(小児科学会の提言から)
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移行期支援ガイド

小児慢性特定疾病児童成人移行期医療支援モデル事業について（賀藤均班長）
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コアガイド(85ページ)

https://transition-support.jp/
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疾患別ガイド

日本小児内分泌学会

日本小児循環器学会



7

関連学会

日本小児科学会の分科会
で委員会を作り疾患別の
移行支援ガイドを作成
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移行期医療支援センター
小児慢性特定疾病児童成人
移行期医療支援モデル事業
（国立成育医療研究センタ
ー賀藤均）

⇓
都道府県における移行期医
療支援体制構築のイメージ
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移行期医療支援センターの設置状況
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効果

https://www.ho.chiba-

u.ac.jp/hosp/section/ik

oki/index.html

千葉県移行期医療支
援センターホームペ
ージから
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小児がんー長期FU/移行期医療研修会

2017～2019年ま
で開催

⇒20-21年度も継
続となった

以後は小児がん拠
点病院の事業に

拠点病院のみなら
ず、連携病院でも
必須になる予定

1
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（一般社団法人日本血液・がん学会への委託事業）
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多職種による研修

募集人数：50名程度（医師を含む2～4名のチーム、個人参加も可）

※複数名で申し込まれる際は、同じ施設所属の方を対象といたします。

応募資格：医師（臨床経験5年以上）、看護師（臨床経験3年以上）、ソーシャ
ルワーカー、心理士、理学療法士、作業療法士、薬剤師、保育士、チャイル
ドライフスペシャリスト、ホスピタルプレイスペシャリスト、など
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COVID-19流行のためWeb形式開催
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2020年度はCOVID-19流行のため、小児がん拠点病院において、講義
は全てWeb配信で、グループワークもZoom会議システムで行われた。
9月広島、11月京都、1月東京

LCAS京都研修会(府立医大)
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小児がん拠点病院

1
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15歳未満の小児がん患者は年間
2000～2500人の発症があり、
そのうち約40％をカバーしてい
ると考えられる。

静岡こども病院
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小児がん連携病院の新設
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トランジション・ステップ
（成育医療研究センター）

移行医療の
大前提に
自立がある

⇓
まずは自立
支援を！



18

第123回日本小児科学会学術集会


